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【改訂】第 1 版（2012-03-16）
【科目】電気磁気学 III

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

雑賀 洋平

【授業目標・教育方針】
4 年前期から 5 年前期までの 1 年間半 (60 回 ) で古典電磁場の理論を学ぶ。
古典電磁気学の体系を学ぶとともに、さまざまな電気・電子現象を基本的な自然法則に基づき理解しようとする態度
を身につける。
電気現象、磁気現象は物理学の中で実験も含めて学んできた。この授業ではこれらを整理することで、電磁気現象全
体を体系的に理解する能力を身につける。

【授業概要】
・本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
・この学年では、変位電流の導入により電磁場の基本法則に内在した矛盾を取り除き、マックスウェルの方程式によ
　り電場と磁場が統一的に理解されることを学ぶ。その上で、マックスウェルの方程式から自然に電磁場の波動方程
式
　が導かれることを見る。
・更に、物質中の電磁場の振舞についても学ぶ。
・これまでに学んだ静電場および静磁場をもちいて，静電気・静磁気現象を説明できる。
・電磁誘導の法則をもちいて時間変化する電磁場にかんする現象を説明できる。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：電磁気学Ⅱ：長岡洋介：岩波書店
教科書：電磁気学Ⅰ：長岡洋介：岩波書店
教科書：電磁気学演習 [ 新改版 ]：山村・北川：サイエンス社

【成績評価方法】
［前期］中間試験：25%，期末試験：25%，レポート：50%，その他：レポートに小テストを含める。

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

【授業計画】（授業名：電気磁気学 III）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1,2 マクスウェルの方程式の概要 マックスウェルの方程式を学ぶ。電場のガウスの法
則、ファラデーの法則、磁場のガウスの法則、アン
ペールの法則の組合せでは自己矛盾を含んでいること
を示し、マックスウェルの導入した変位電流により矛
盾が解消されることを見る。

3 物質中の静電場 1 誘電体が電気双極子の集合体として理解されることを
学ぶ。

4 物質中の静電場 2 誘電体中での電場の法則を導出、誘電率の異なる物質
が接している場合に電場の満たす境界条件を導く。

5 物質中の静磁場 1 磁性体が磁気双極子の集合体として理解されることを
学ぶ。

6 物質中の静磁場 2 磁性体中での磁場の法則を導出、透磁率の異なる物質
が接している場合に磁場の満たす境界条件を導く。

7-9 総合演習１ 静電場、静磁場の法則を復習し、電場、磁場の計算が
確実にできるようにする。

10-12 総合演習２ 時間変化する電磁場の計算が確実にできるようにす
る．

13,14 電磁波 マックスウェルの方程式のもつ性質を明らかにし、電
場、磁場に関する 波動方程式を導出する。また、エネ
ルギー流 ( ポインティングベクトル ) について学ぶ。
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